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一
.
鳩
山
品
先
生
の
荻
生
組
保
評

小
部
見
取
肱

西
城
に
て
御
延
期
目
衆
.御
税
談
附
被
巾
快
都
も
去
三
ヰ
二
三
度
有
之
、

共
後
絶
え
申
候
。
4

ん
御
侍
識
の
儀
は
AY
て
無
之
官
。
荻
生
氏
今
以

τ

明
り
巾
候
。
従
由
申
の
徒
多
く
有
之
候
。
去
年
も
川
崎
に
同
国
在
候
町
人
、

彼
地
の
水
忠
を
除
き
候
事
有
之
.

共
功
陀
誇
り
候
て
公
儀
へ
相
願

ひ
、於
川
崎
高
の
胸
を
山
地
巾
候
。
凡
K
E荻
生
へ
右
町
人
致
示
談
候
て
、

阪
を
守
候
者
出
家
主
位
申
・候
。
闘
記

E
も
荻
生
作
り
巾
候
。
共
事
に

付
難
問
を
設
候
て
自
問
自
答
い
た
し
候
。
n
E
E
封
問
と
名
づ
け
申
候
。

モ
れ
を
泡
州
都
松
の
儒
隠
瀦
川
町
財
介
と
巾
者
間州論
仕
候
て

、
担問釣
問

と
申
一
首
板
行
仕
役
。
山
叫
に
見
候
へ
と
て
今
日
御
貸
被
成
候
。
右
闘用
論

畑
一
錠
の
事
共
に
て
、
荻
生
見
申
候
は
ピ
却
て
笑
可
申
と
思
召
候
。
就

共
官
出
判
管
兵
術
此
比
駿
河
妥
へ
参
候
て
申
上
候
は
、
荻
生
事
世
の
容

に
能
成
候
。

何
と
ぞ
先
生
児
念
度
御
然
明
被
成
川
町
絞
陀
と
存
供
。

彦
兵
術
な
ど
由
供
分
に
て
は
、
荻
生
合
総
不
仕
候
問
・
何
と
ぞ
御
然

明
被
遊
侠
株
と
車
中
存
供
。
鴬
共
A
h
p

向
仕
候
旨
巾
陀
付
、
先
生
被
仰
候

は
.
ま
様
陀
は
不
存
候
。
老
仰
な
ど
回
拘
捕
の
製
と
申
ι

な
が
ら
見
殺
も
有

八
O 

之
、
然
論
の
相
手

K
成
巾
者
陀
候
。
此
ハ
M

汁
叫
間
銀
の
類
も
そ
れ
に

τ候。

如
此
者
と
は
然
論
仕
事
に
候
。
荻
生
が
道
は
都
物
の
外
に
有
之
と
巾

儀
、
気
質
は
拙型
化
難
成
事
と
巾
儀
、
宋
儒
は
聖
賢
の
道
主
不
知
な
ど

L
巾
事
、
思
党
策
法
か
酒
狂
人
の
桜
子
に
候
。
本
然
K
て
は
巾
さ
れ

ぬ
事
に
候
。
然
れ
ば
策
遂
沼
狂
人
の
言
を
、
何
か
と
取
附
帯
候
て
緋

可
仕
綴
は
仰
い
之
都
民
候
。
菅
野
忙
は
喪
心
の
人
・澗
狂
の
徒
の
言

E
、

何
か
と
取
間
帯
て
論
じ
被
申
料

mk候
や
と
被
仰
候
へ
ば
、
法
兵
術
も

如
何
級
友
桜
花
て
候
旨
巾
候
山
。
御
免
成
事
と
務
布
候
。

同
門
人
南
郭
と
申
4
4
詩
文
を
管
〈
仕
候
。
南
郭
文
集
を
燦
候
て
、
共
序

を
印
刷
止
一
等
作
り
巾
候
。
北
ハ
内
本
多
伊
抽
出
守
殿
料
初
日
制
ーも
右
の
序
作
被
巾

候
。
文
鮮
は
大
抵
宜
放
候
。
共
序
中
陀
も
.
自
ν
有
ユ
且
民
旬
以
来
未
・
有
昌
刑判

保
正
中
伺
有
之
山
。
加
…
忌
慌
の
至
極
と
存
候
。
常
地
に
は
荻
生
が
一

流
.
叉
一
流
は
山
崎
氏
一脚
道
一
流
、
円
北
は
御
抜
本
跡
部
宮
内
と
申
入
、

今
は
致
隠
居
何
と
や
ら
ん
申
候
。
是
榊
道
を
唱
へ
て

E
魁
に
て
候
官
。

叉
一
流
は
心
間
平
三
輪
警
磁
唱
へ
巾
候
由
。

堀
左
京
亮
股
製
問
陀
御
志
有
之
.先
生
御
招
待
有
之
度
旨
に
候
得
北
ハ
.

外
交
不
被
翁
成
候
に
付
御
断
り
被
仰
入
候
所
、
左
候
は
ど
御
門
弟
の

内
被
治
候
杭
怖
に
被
成
度
旨
申
来
、
思
地
菩
三
郎
と
申
人
被
訟
候
所
、
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